
【県議会】

平成２０年９月

平成２２年２月

【林業団体】

平成２０年５月

【森林所有者】

平成２２年８月

・地域にあった間伐率の設定が可能となるようしてほしい。

・間伐意識高揚のため、搬出間伐への上乗せ補助の実施を検討してほしい。

・伐捨て間伐は以後の森林管理に支障を来すことから林内整理をが必要である。

・伐り捨て間伐であることが問題。改善すべき点は改善するという姿勢が求められる。

・保安林指定、強度間伐、整備後20年間皆伐禁止等の制約があり、所有者の理解が得られにくい。

・間伐のあり方を見直し、県産材活用住宅支援、列状間伐でナラ等の植栽に活用すべき。

・クマ、シカによる剥皮害防止に使えないことが問題。

・獣害対策など、一歩踏み込んだ対策を進めるべき。

・将来の自発的森林管理を促すため、作業路などの整備を進めるよう改善策を講じること。

・森林整備を推進するのに不可欠な作業道開設に県民税を活用すること。

・獣害防止のための対策を講じること。

とちぎの元気な森づくり県民税に対する意見等

■元気で安全な奥山林の整備

【税事業】

・保安林の指定が難しい普通林においても税の趣旨に合致するものは事業対象とすること。

・間伐材を有効活用してほしい。

・作業路を整備してほしい。

・間伐に限定せず、植栽・下刈り・枝打ち等の森林整備や侵入竹の除去にも支援を広げてほしい。

・間伐実施のために所有界の決定を事業で実施してほしい。

・獣害対策の事業量増、haあたりの対策本数の増など事業内容を拡充してほしい。

・地域全体の森林が健全となるよう保安林外や県有林等全ての森林を対象とすべきである。

・事業実施後20年間の皆伐禁止は森林の循環利用を阻害すると思われる。

・県営の間伐ではなく、補助の体系での実施を検討すべきである。

【県議会】

平成２２年１２月

【市長会】

平成２０年

・ごみ不法投棄防止対策を考慮し通学路・獣害対策の整備費の増額。

・協定期間の短縮（10年→５年）

・管理費の増額
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　　※ＰＥＳ（Payment for Ecosystem Service）「生態系サービスへの支払い」）

・ＰＥＳ※の対応も含め、生物多様性の保全対策に税を活用するべき。

■明るく安全な里山林の整備



【県議会】

平成２０年９月

平成２０年１２月

平成２１年２月

平成２２年６月

平成２２年９月

【林業団体】

平成２０年５月

【県議会】

平成２２年９月

・税による森林整備をクレジット化し、地球温暖化対策のための森林整備をさらに進めるべき。

【町村会】

■その他

・森林の少ない平場の市町村では、間伐材の利用を積極的に進めるべき。

■間伐材の有効活用

・バイオエネルギーとしての活用など新たな取組の検討も含め、間伐材の有効利用の推進を行うこと。

・税で間伐した材を熱源として利活用すべき。

・資源の最大限の利用を図るべく、その利用の意義や活用方法などについて積極的に検討すべき。

・間伐材の利用を考え、机・いすの配布数の拡大を図るべき。

・間伐材の有効利用にさらに税を活用し、“エコとちぎ”づくりを推進すべき。

平成２２年

・机・いす配布数の拡充と一部交付金化。
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【県民意識】
《県政世論調査結果から》

（１）重要と考える森林の働き

10.0%

29.3%

18.5%

27.7%

23.7%

48.5%

65.4%

44.8%

9.3%

20.8%

22.9%

23.9%

30.9%

52.1%

54.7%

55.0%

平成２２年度県政世論調査

・自然に親しみ、森林と人との関わ

りを学ぶなど、教育の場としての

働き

・山崩れや洪水など災害を防止

する働き

・二酸化炭素を吸収し、地球温暖

化を防止する働き

・豊かな水資源を蓄える働き

・貴重な野生動植物の生息・生育

の場としての働き

・心身の癒しや安らぎの場を提供

する働き

・空気をきれいにしたり、騒音を和

らげる働き

・木材を生産する働き

・きのこや山菜などの林産物を

（２）「とちぎの元気な森づくり県民税」の認知度
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5.7%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

平成２０年度県政世論調査・きのこや山菜などの林産物を

生産する働き

2.6%

6.2%

6.8%

25.7%

55.7%

1.9%

5.7%

7.4%

26.9%

56.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

平成２２年度県政世論調査

平成２０年度県政世論調査

・名称も税額も知っており、かつ

税額の使い道についてある程

度知っている

・名称も税額も知っており、かつ

税額の使い道も知っている

・名称も税額も知らない

・名称は知っているが、税額は

知らない

・名称と税額のみ知っている



（３）「とちぎの元気な森づくり県民税」を活用して行うべき取組

7.4%

5.4%

15.7%

12.1%

19.3%

21.4%

32.0%

35.7%

36.9%

50.6%

6.4%

8.4%

11.6%

12.2%

21.3%

28.1%

31.6%

31.8%

38.6%

49.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

平成２２年度県政世論調査

平成２０年度県政世論調査

・暗くうっそうとした身近な里山林を

整備して、明るく安全な森を育む

・荒れたスギ・ヒノキの森を間伐し

て、災害に強い健全な森を育む

・森林の大切さや森づくりの必要

性を県民が学び体験して理解を

深める

・広葉樹の森を多くして、新緑や

紅葉など四季折々の森を育む

・森林整備を進めるため、森で

働く人を増やす

・森づくりのボランティアを増やし、

その活動をさかんにする

・樹木の皮をはぐなどのクマやシカ

による被害から森を守る

・木材を細かくして燃料に利用する

など、木質資源を有効に活用する

・間伐などの作業を進めるための

道を整備する

・森づくりが進むよう、身近なところ

で木材をたくさん使う

とちぎ未来開拓プログラム《平成21年10月》

Ⅱ １　(3)未来につなぐ環境づくり　〈とちぎの元気な森づくり県民税事業費〉

・奥山林・里山林の整備、森を育む人づくりなど、県民協働による森づくりを進める

Ⅱ　３　歳入の確保　〔主な取組④〕　◆ とちぎの元気な森づくり県民税の使途の検討

・事業の進捗や県民の皆様の御意見等を踏まえ、使途について検討

県行財政改革検討会　報告書《平成21年10月》

とちぎの元気な森づくり県民税の使途拡大の検討

・とちぎの元気な森づくり県民税について、県民の理解を得た上で使途拡大を検討することを提案

・地球温暖化対策に関する事業や林業の作業道整備等にとちぎの元気な森づくり県民税充当を検討

とちぎ行革プラン〔栃木県行財政改革大綱（第５期）〕《平成２３年２月》

とちぎの元気な森づくり県民税の使途の検討

・事業の進捗や国の動向・県民のニーズを踏まえた使途の見直しの検討
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【税の使途】

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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0
:

税
事
業
実
施
箇
所
の
見
学
や
映
像
資
料
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等
の
広
報
媒
体
を
活
用
し
た
広
報
活
動

と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ
く
り

県
民
会
議
事
業

県
民
協
働
に
よ
る
と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ

く
り
の
推
進

“
森
づ
く
り
”
、
“
木
づ
か
い
”
の
展
開
、
森
林
の
大
切
さ
や
森
林
整
備
の
必
要
性
な
ど
の
普
及
啓
発

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
森
づ
く
り
活
動
、
森
林
教
室
の
支
援
等

活
動
実
績

市 町 村 交 付 金 事 業

森
づ
く
り
活
動
地
域
支
援

事
業

森
林
の
大
切
さ
へ
の
理
解
促
進
、
み
ど
り

豊
か
な
環
境
を
将
来
に
引
き
継
ぐ
意
識
の

醸
成



〔間
伐
材
等
の
有
効
活
用
〕

「
元
気
で
安
全
な
奥
山
林
の
整
備
」
の
見
直
し
の
方
向
性
に
つ
い
て

●
引
き
続
き
「
間
伐
」
に
よ
る
公
益
的
機
能
の
増
進
を
図
り
な
が
ら
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
更
な
る
公
益
的
機
能
の
発
揮
方
策
に
つ
い
て
検
討
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キ
ー
ワ
ー
ド

が
ん
ば
ろ
う
日
本
！
元
気
を
と
ち
ぎ
か
ら

■
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン

○
1
0
年
後
に
木
材
自
給
率
を
5
0
％
に

・
木
材
の
フ
ル
活
用
の
推
進

→
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
総
合
利
用

■
新
た
な
と
ち
ぎ
の
森
づ
く
り

■
と
ち
ぎ
環
境
立
県
戦
略

○
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
の
推
進

○
次
の
世
代
に
引
き
渡
し
て
い
け
る
よ
う
な
森
づ
く
り

○
税
事
業
も
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
に
利
用
し
な
け
れ
ば

国
・
県
の
搬
出
目
標
達
成
は
困
難

○
3
.1
1
か
ら
日
本
は
変
わ
っ
た
。
将
来
の
栃
木
県
の

た
め
に
な
る
も
の
を
や
っ
て
い
く

○
環
境
の
変
化
に
対
す
る
柔
軟
性
を
持
た
せ
つ
つ
も

手
綱
は
き
ち
ん
と
持
っ
て
お
く

○
間
伐
材
は
搬
出
し
て
チ
ッ
プ
な
ど
に
有
効
活
用

○
震
災
を
契
機
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
な
ど
栃
木
県

だ
か
ら
出
来
る
こ
と
を
打
ち
出
す
こ
と
も
必
要

《
第
１
回
検
討
会
意
見
》

《
社
会
情
勢
の
変
化
》

《
見
直
し
の
方
向
性
》

■
森
林
経
営
計
画
制
度
の
創
設

○
地
域
が
主
体
と
な
っ
た
森
林
整
備

■
森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事
業

○
搬
出
間
伐
に
特
化

→

〔実
施
主
体
、
実
施
方
法
〕

→

再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
の

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
中
心
と
し
た
間
伐
材
等

の
有
効
活
用
を
検
討

県
主
体
の
森
林
整
備
か
ら
地
域
主
体
の
森

林
整
備
へ
の
転
換
の
検
討

■
新
た
な
と
ち
ぎ
の
森
づ
く
り

○
地
域
の
特
性
や
課
題
に
応
じ
た
多
様
な
森
づ
く
り

・
環
境
の
森
づ
く
り

・
循
環
の
森
づ
く
り

○
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
の
推
進

○
震
災
を
契
機
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
な
ど
栃
木
県

だ
か
ら
出
来
る
こ
と
を
打
ち
出
す
こ
と
も
必
要

○
税
を
無
駄
な
く
環
境
の
森
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い

■
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事
業

○
H
2
3
年
度
で
終
了

・
間
伐
（
定
額
交
付
金
方
式
）

・
未
利
用
間
伐
材
供
給
コ
ス
ト
支
援

（
バ
イ
オ
マ
ス
運
賃
補
助
）

■
と
ち
ぎ
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
2
01
1

○
森
林
資
源
の
カ
ス
ケ
ー
ド
（
多
段
階
）
利
用
の
促
進

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
促
進
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税
事
業
と
再
生
事
業
と
の
連
携
に
よ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
活
用
実
績

と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ
く
り
県
民
税
事
業

森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事
業

用
途

熱
源

用
途

○
燃

料
チ

ッ
プ

製
造

業
者

○
燃

料
ペ

レ
ッ

ト

製
造

業
者

な
ど

運
材

・
運

搬

H
2

2
：

6
2

0
m

3

間
伐

材
の

造
材

・
集

積

6
2

0
m

3

森
林
バ
イ
オ
マ
ス
利
用

モ
デ
ル
事
業

間
伐
材
安
定
供
給

コ
ス
ト
支
援

税
事

業
に

よ
る

伐
捨

間
伐

Ｈ
2

2
：

３
，

２
９

０
h

a

木
質

バ
イ

オ
マ

ス

の
利

用
促

進
支

援

間
伐

Ｈ
２
２
：
３
７
ｈ
ａ
で
実
施

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
需
用
者
（
Ｈ
２
２
）

・
ト
ー
セ
ン
（
鹿
沼
市
）
：
ボ
イ
ラ
熱
源

・
住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
（
佐
野
市
）
：
発
電
用
ﾁ
ｯ
ﾌ
ﾟ

・
ア
イ
電
子
工
業
（
大
田
原
市
）
：
燃
料
ﾍ
ﾟﾚ
ｯ
ﾄ

※
 造

材
 ：

 間
伐

木
の

玉
切

り
・

　
　

　
　

　
枝

払
い

※
 運

材
 ：

 作
業

車
等

に
よ

る
利

用
　

　
　

　
　

促
進

路
か

ら
林

道
等

ま
で

  
  

  
  

  
  

  
 の

運
搬

　
 集

積
 ：

 造
材

さ
れ

た
材

を
搬

出
路

　
　

　
　

　
ま

で
引

き
寄

せ
　

 運
搬

 ：
 林

道
等

か
ら

ト
ラ

ッ
ク

に
　

　
　

　
　

よ
る

運
搬

運
材

・
運

搬

H
2

2
：

6
2

0
m

3

林
地

残
材

が
発

生
利

用
促

進
路

作
設

1
,9

1
0

ｍ

伐
捨
材
の
搬
出
に
は
、
造
材
・
集
積
作
業
や

作
業
路
の
整
備
が
必
要
に
な
る
。

●
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用

（
６
２
０

m
3）
に
よ
り
、
約
３
４
０

（
ｔ－
Ｃ
Ｏ

2）
の
Ｃ
Ｏ

2を
削
減

●
電
力
の
代
替
と
仮
定
し
た

場
合
、
約

24
0,

00
0k

w
h分
を

発
電

一
般
的
な
家
庭
６
５
戸
で
の
年

間
電
力
消
費
量
に
相
当
（
１
戸

あ
た
り

3,
60

0k
w

h/
年
を
消
費
）

・
ア
イ
電
子
工
業
（
大
田
原
市
）
：
燃
料
ﾍ
ﾟﾚ
ｯ
ﾄ



国
の
制
度
変
更
に
伴
う
税
事
業
見
直
し
方
向
性
に
つ
い
て
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○
補
助
対
象
森
林
：
全
て
の
森
林

○
事
業
主
体

：
地
方
公
共
団
体
、

森
林
組
合
、
森
林
所
有
者
等

○
間
伐

：
搬
出
、
伐
捨

国
庫
造
林
事
業

（
森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
）

・
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン

・
森
林
経
営
計
画
制
度
の
創
設

【
旧
制
度
】

【
新
制
度
】

○
補
助
対
象
森
林

：
森
林
経
営
計
画
作
成
森
林
※

○
事
業
主
体

：
森
林
経
営
計
画
作
成
者
※

※
H
2
3
年
度
は
、
経
過
措
置
に
よ
る
実
施

○
間
伐

：
搬
出
間
伐
に
限
定

国
庫
造
林
事
業

（
森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事
業
）

H
2
4
年
度

森
林
経
営
計
画
作
成
者
に
よ
る

地
域
主
体
の
森
林
整
備
へ
転
換

《
森
林
経
営
計
画
制
度
施
行
》

（
H
2
3
年
度
）

○
事
業
主
体
：
県

○
間
伐

：
伐
捨

「
元
気
で
安
全
な
奥
山
林
の
整
備
」

奥
山
林
整
備
事
業
（
国
庫
補
助
活
用
事
業
）

○
県
主
体
の
森
林
整
備
か
ら

地
域
主
体
の
森
林
整
備
へ
の

転
換
の
検
討

「
元
気
で
安
全
な
奥
山
林
の
整
備
」

○
事
業
主
体
：
県

○
間
伐

：
伐
捨

※
国
庫
補
助
の
制
度
変
更
に
よ
り
税
財
源
の
み
で
実
施

「
元
気
で
安
全
な
奥
山
林
の
整
備
」

奥
山
林
整
備
事
業
（
間
伐
）

国
庫
補
助
活
用

見
直
し
の
方
向
性



〔現　在〕

〔今　後〕

森林経営計画による森林管理イメージ

循環の森

奥山林整備事業：県が主体となり、荒廃

森林の間伐を実施

造林事業、 ：森林所有者等が個別分

森林整備加速化 散的にそれぞれ森林整

・林業再生事業 備を実施

やる気と実行力のある者が森林経営

○造林事業（間伐）

A森林組合

○奥山林整備事業（間伐）

県

環境の森

○奥山林整備事業（間伐）

県

循環の森

○再生事業（間伐）

B事業体

○造林事業

（植付け、下刈）

Ａ森林組合

○造林事業（植付け、下刈）

所有者C

環境の森

森林経営計画

森林の管理主体：森林経営計画作成者

→地域主体の森林整備

やる気と実行力のある者が森林経営

計画を作成し、地域を一体として森

林を管理

○奥山林整備事業（間伐）

県

○造林事業

（植付け、下刈）

○造林事業（植付け、下刈）

○奥山林整備事業（間伐）

管理主体は経営計画作成

者であり、県事業として

入札制度での実施は、

そぐわない。

→交付金等による支援

について検討

○造林事業（間伐）

○造林事業（間伐）

森林経営計画による森林

管理のメリット

・面的管理が実施され

ることで、森林の多

面的機能が向上する。

・計画的かつ効率的な

施業実施が確保され

る。

24



１　林木への被害
【林木の被害状況】

森林の野生獣被害及び対策について

剥皮被害

被害木

剥皮被害

【被害対策】
○奥山林整備事業（獣害対策）
（１）補助要件等

支援内容 補助要件等

（２）実施状況

25

・「栃木県シカ保護管理計画」、「栃木県ツキノワグマ
　 保護管理計画」対象森林のうち、下記の内容に全て
　 合致する森林。
　  (1)保安林もしくは保安林予定森林。
　  (2)4～12齢級の森林で獣害被害を受けた民有
         人工林。
     (3)被害率５％以上の獣害被害を受けた森林。
・保安林の指定や一定期間の主伐・転用を禁止する協定を
　締結。

被害防止資材
の設置。

奥山林整備事業
（獣害対策）

事業名

被害木

奥山林整備事業における獣害対策の期間、計画見直しの検討

剥皮被害 被害防止資材設置状況

森林所有者から被害増大の声

被害現況調査（調査中）

計画数量及び実績

21 360 357
22 240 320
23 200
24 100

計 900

年度
実績
(ha)

計画面積
(ha)

25

計画数量及び実績

21 360 357
22 240 320
23 200
24 100

計 900

年度
実績
(ha)

計画面積
(ha)



２　植栽木への被害
【植栽木の被害状況】

被害地状況 被害木状況被害地状況 被害木状況

【被害対策】
　現在、植栽木の獣害被害に対応可能な事業は以下のとおり。

支援内容 補助要件等

26

造林事業

・野生鳥獣被害が継続している
　地域において実施。
・植栽、下刈等の施業と一体的
　に実施すること。

・忌避剤
※
の塗布

・鹿柵の設置

※忌避剤：シカなどの有害な動物が嫌う味を使い
　　　　　植栽木に近寄らないようにする薬剤

事業名

獣害対策の検討の必要性

「忌避剤」の実施については、

・忌避剤の効果を持続させるための年２回以上の塗布への支援は不可。

・下刈が終了し、除伐等が必要となるまでの期間の対策実施への支援は不可。

被害跡

被害木

獣害被害により森林の公益的機能の増進が阻害

被害木状況

26


